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校
友
会
々
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
我
が

母
校
と
校
友
会
の
為
に
一
方
な

ら
ぬ
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
か
ね
て
よ
り
建
築
中
の
大
学

新
一
号
館
が
完
成
し
、
竣
工
式

が
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
一
期
生
か
ら
数
々
の
思
い
出

が
詰
ま
っ
た
、
旧
一
号
館
は

四
十
数
年
の
長
き
歴
史
の
中
で
、

さ
す
が
に
旧
退
化
し
、
耐
震
度

の
不
足
の
問
題
な
ど
か
ら
、
皆

様
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
二
年

前
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。
新

た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
す

ば
ら
し
い
建
物
と
な
り
ま
し
て

新
一
号
館
は
生
ま
れ
変
わ
り
、

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
の
坂
道
の
正
面
に
配
さ
れ

た
旧
一
号
館
、
そ
の
頂
き
に
輝

い
て
い
た
　
追
手
門
学
院
大
学

の
校
章
は
、現
在
校
友
会
館「
将

軍
山
会
館
」
の
一
階
ロ
ビ
ー
壁

面
に
取
り
付
け
ら
れ
、
卒
業
生

と
後
輩
の
在
校
生
た
ち
を
見
守

っ
て
い
ま
す
。

　
十
一
月
一
日
（
日
）
に
開
催

し
ま
す
校
友
会
総
会
、
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
是
非
、
足
を

お
運
び
い
た
だ
い
て
、
新
一
号

館
と
学
院
・
大
学
の
歴
史
を
一

堂
に
展
示
し
た
校
友
会
館
「
将

軍
山
会
館
」
等
を
一
人
で
も
多

く
の
卒
業
生
の
方
々
に
、
ご
覧

頂
き
追
手
門
学
院
大
学
の「
今
」

を
肌
で
感
じ
て
頂
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
昨
今
の
私
立
大
学
は
少
子
化

に
よ
り
厳
し
い
氷
河
期
を
向
か

え
て
い
ま
す
。
母
校
追
手
門
学

院
大
学
も
例
外
で
は
御
座
い
ま

せ
ん
。
危
機
を
乗
り
越
え
後
世

に
残
る
大
学
に
す
る
た
め
に
は
、

我
々
卒
業
生
の
強
い
支
援
協
力

が
何
よ
り
不
可
欠
で
御
座
い
ま

す
。
今
後
と
も
大
学
共
々
校
友

会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
賜
り
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
学
友
会
所
属
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
表
す
歴
史
的
な
記
録
写
真
や

器
具
・
用
具
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
思
い
出
の
展
示
品
が
、
み

な
さ
ん
の
学
生
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
す
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
来
校

し
て
い
た
だ
き
、
新
し
く
な
っ

た
キ
ャ
ン
パ
ス
と
共
に
展
示
も

ご
覧
下
さ
い
。

展
示
会
場

将
軍
山
会
館（
食
堂
へ
の
坂
道
）

開
催
期
間

十
月
二
十
八
日
（
水
）
～

�

十
一
月
十
一
日
（
水
）

平
日
　
　
九
時
三
十
分
～

�

十
七
時
ま
で

土
曜
日
　
九
時
三
十
分
～

�

十
三
時
ま
で

日
・
祝
　
閉
館

�

（
但
し
十
一
月
一
日
は
開
館
）

※
十
月
三
十
一
日
大
学
祭
、

　
十
一
月
一
日
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
・
デ
ー
、
二
日
大
学
祭

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

新
一
号
館
竣
工
を

�

祝
し
て

ク
ラ
ブ
活
動
歴
史
展

�

校
友
会
会
長
　

平
野
　
昌
雄

新1号館外観

将軍山会館

　
学
院
創
立
百
二
十
周
年
と
大

学
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
か
ね
て
よ
り
建

築
中
で
あ
っ
た
新
一
号
館
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
八
月
二
十

七
日
竣
工
を
迎
え
ま
し
た
。

　
新
一
号
館
に
は
大
学
の
重
要

な
部
門
が
集
め
ら
れ
、
ま
さ
に

大
学
の
頭
脳
と
な
り
、
先
に
竣

工
し
た
校
友
会
館
と
と
も
に
整

備
が
完
了
し
、
総
合
大
学
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
本
会
は
竣
工
の
記
念
と
し
て
、

校
歌
を
奏
で
る
ベ
ル
「
カ
リ
ヨ

ン
」
を
外
郭
二
団
体
と
協
同
で

寄
贈
し
ま
し
た
。

新
し
い
顔  

新
一
号
館
完
成
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二
〇
〇
九
年
四
月
よ
り
社
会

学
部
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
学
部
の
歴
史
を
顧
み
る

と
、
一
九
六
六
年
開
学
時
に
は

文
学
部
心
理
社
会
学
科
と
言
い

ま
し
た
。
そ
の
後
一
九
七
〇
年

に
心
理
社
会
学
科
は
そ
れ
ぞ
れ

独
立
の
学
科
と
な
り
、
文
学
部

社
会
学
科
の
状
態
が
二
十
五
年

間
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
　

一
九
九
五
年
に
心
理
学
科
、
社

会
学
科
で
人
間
学
部
と
な
り

人
間
学
部
社
会
学
科
が
十
年

間
く
ら
い
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
四
月
何
度
目
か
の

改
組
に
よ
り
社
会
学
部
社
会
学

科
と
な
り
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　
私
は
昭
和
四
十
六
年
か
ら
今

日
ま
で
三
十
八
年
間
社
会
学
科

の
教
員
と
し
て
そ
の
変
化
を
眺

め
て
き
ま
し
た
。

　
社
会
学
科
の
創
設
者
は
私
や

吉
田
先
生
の
師
匠
に
あ
た
る
蔵

内
数
太
先
生
で
し
た
。
蔵
内
先

生
は
小
規
模
な
社
会
学
科
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
、「
小
さ
く

て
も
北
摂
の
真
珠
の
よ
う
な
社

会
学
科
で
あ
り
た
い
」
と
お
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
社
会
学
の

理
論
の
学
習
を
基
本
と
し
て
現

地
学
習
を
重
ん
じ
ら
れ
、
バ
ス

で
学
生
と
共
に
滋
賀
県
の
永
源

寺
や
丹
波
立
杭
焼
の
窯
元
な
ど
、

社
会
学
的
に
意
味
の
あ
る
名
勝

地
の
現
地
学
習
を
行
い
、
そ
の

場
所
の
も
つ
社
会
学
的
な
意
味

に
つ
い
て
講
義
を
さ
れ
ま
し
た
。

少
人
数
の
ゼ
ミ
の
教
育
を
重
視

さ
れ
、
学
生
た
ち
が
ゼ
ミ
と
い

う
居
場
所
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ

て
教
師
と
学
生
、
学
生
と
学
生

の
人
間
関
係
を
つ
か
め
る
事
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
学
科

で
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
全
て

の
学
生
が
卒
業
論
文
を
書
い
て

卒
業
す
る
こ
と
を
頑
固
に
継
続

を
し
て
い
る
の
も
蔵
内
先
生
の

影
響
で
す
。

　
こ
う
い
う
歴
史
を
も
っ
た
社

会
学
科
は
、
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
員
組

織
の
変
化
を
経
験
し
て
き
ま
し

た
が
、
上
に
述
べ
た
当
初
か
ら

の
理
念
と
特
色
は
今
日
ま
で
維

持
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
事
を

誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
個
人
と
し
て
は
、
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
の
な
い
山
の
中
で

「
食
う
こ
と
、
寝
る
こ
と
、
遊

ぶ
こ
と
そ
し
て
学
ぶ
こ
と
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
キ
ャ
ン
プ
学
習
、

四
月
と
五
月
に
行
う
野
草
を
食

う
会
と
芋
煮
会
、
学
生
と
共
に

田
ん
ぼ
や
畑
を
作
り
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
授
業
な
ど
を
実
践

し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
活

動
を
通
し
て
三
つ
の
モ
ッ
ト
ー

を
学
生
た
ち
に
伝
え
ま
す
。

一
，
生
き
も
の
と
し
て
ピ
チ
ピ

チ
生
き
る
こ
と

二
，
原
点
に
立
ち
返
っ
て
考
え

る
こ
と

三
，
感
動
の
な
い
人
生
は
生
き

る
に
値
し
な
い

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

社
会
学
部
支
援
同
窓
会

ソ
キ
ウ
ス
総
会
の

　
　
お
し
ら
せ　

社
会
学
部
支
援
同
窓
会
ソ
キ
ウ
ス

�

会
長
　
〆
野
　
洋
司

　
社
会
学
科
卒
業
生
の
み
な
さ

ん
、
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。

　
今
年
も
、十
一
月
一
日
（
日
）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
日
に
、

社
会
学
部
支
援
同
窓
会
ソ
キ
ウ

ス
の
第
四
回
総
会
並
び
に
懇
親

会
を
、
下
記
の
要
領
に
て
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

開
催
日
時
　
二
〇
〇
九
年
十

一
月
一
日
（
日
）  

十
三
時

三
十
分
頃
よ
り
（
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
終
了
後
）

開
催
場
所
　
大
学
食
堂
棟
三

階
　
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

会
　
費

　
二
千
円
　

　
但
、
卒
業
後
、
五
年
間
（
三

十
六
期
～
四
十
期
）
は
会
費
免

除
で
す
。

連
絡
先

t.h
a
y
a
sh
id
a
@
to
p
d
ie
.co
.jp

（
林
田
幹
事
長
の
ア
ド
レ
ス
で

す
）

〇
九
〇
・
一
五
八
四
・
九
九
五
二

準
備
の
都
合
上
、
ご
参
加
頂
け

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
母
校
は
、
工
事
中
だ
っ
た
一

号
館
も
完
成
し
、
こ
れ
で
記
念

事
業
が
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
昨
年
完
成
し
た

｢

将
軍
山
会

館｣

（
校
友
会
館
）
に
は
、
開

学
当
時
の
懐
か
し
い
品
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

　
ソ
キ
ウ
ス
会
親
・
吉
田
先
生

と
、
昭
和
六
十
四
年
か
ら
二
十

年
間
教
授
を
お
勤
め
に
な
ら
れ
、

毎
年
総
会
に
ご
出
席
頂
い
て
い

ま
し
た
矢
谷
先
生
の
お
二
人
が
、

来
年
三
月
で
大
学
を
退
職
さ
れ

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
両
先
生
の
現
役
で

の
お
姿
に
触
れ
る
最
後
の
総
会

と
な
り
ま
す
。

　
吉
田
ゼ
ミ
、
矢
谷
ゼ
ミ
卒
業

生
の
皆
さ
ん
は
、
同
期
の
方
を

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
そ
の
他
ゼ
ミ
の
皆
さ

ん
も
、
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
を

ご
覧
頂
き
が
て
ら
、
社
会
学
科

卒
業
生
同
士
の
旧
交
を
温
め
る

た
め
、
同
窓
の
方
を
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

今
年
も
奉
拝
船

　
学
問
の
神
様
、
天
満
宮
の
祭

り
に
今
年
も
、
追
手
門
学
院
が

奉
拝
船
を
出
し
ま
し
た
。
校
友

会
も
平
野
会
長
ら
が
乗
船
し
、

学
院
を
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
奉
拝
船
事
業
は
学
院
創

立
百
二
十
周
年
の
一
環
と
し
て

奉
納
さ
れ
、
全
七
回
の
参
加
で
、

来
年
度
が
最
終
と
な
り
ま
す
。

社
会
学
部
長
就
任
に

�

あ
た
っ
て

�
社
会
学
部
長
　
矢
谷
　
慈
國

来
年
三
月
で
ご
退
職
！

�

吉
田
・
矢
谷
両
先
生
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心
理
学
科
で
は
二
〇
〇
六
年

か
ら
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

あ
わ
せ
て
、
心
理
学
科
の
同

窓
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

二
〇
〇
九
年
の
同
じ
要
領
で
第

四
回
目
の
同
窓
会
を
お
こ
な
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

（
十
一
月
一
日
・
日
曜
日
・
十
二

時
か
ら
）
の
大
学
全
体
で
の
催

し
に
引
き
続
き
、
午
後
二
時
か

ら
懐
か
し
の
二
号
館
に
お
い
て

心
理
学
科
同
窓
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
一
号
館
の
跡
に
新
し

く
完
成
し
た
事
務
棟
な
ど
も
ご

覧
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
卒
業
生
全
員
に
個
別
に
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
こ

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
の
ご
連

絡
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

で
連
絡
の
つ
け
ら
れ
る
方
々
に

お
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
、

多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
件
に
関
し
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は

心
理
学
科
実
験
準
備
室

〇
七
二
・
六
四
一
・
九
六
一
九
ま

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

七
期
生
　
美
濃
岡
　
伸
也

　
熊
本
、
小
倉
、
大
分
と
各
地

で
開
催
し
て
き
ま
し
た
支
部
総

会
で
す
が
、
今
年
は
福
岡
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
の
皆
様

に
は
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る

返
信
は
八
十
余
名
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
事
務
局
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化

が
進
み
、
今
後
の
若
手
校
友
会

会
員
の
総
会
参
加
促
進
対
策
に

議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

一
、
九
州
各
県
で
ミ
ニ
集
会
を

開
催
し
、
身
近
な
校
友
会
会

員
を
集
め
る
。

二
、
追
手
門
学
院
大
学
ア
ワ
ー

を
九
州
で
開
催
し
、
校
友
会

会
員
に
参
加
を
促
す
。

三
、
大
学
の
知
名
度
上
昇
の
た

め
に
、
九
州
で
の
広
報
活
動

を
強
化
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
な
ど
の
ご
要
望
・
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
会
の
帰
り
に
校
友
会
会
員

で
三
越
福
岡
店
に
お
勤
め
の
太

田
康
之
さ
ん
の
職
場
に
お
邪
魔

し
、
次
回
総
会
へ
の
参
加
を
強

く
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
校
友
会
本
部

の
一
員
と
し
て
「
関
西
に
追
手

門
あ
り
」
を
目
指
し
て
努
力
す

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
校
友
会
会
員
各
位
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

東
京
支
部
総
会
・

�

交
歓
会
の
開
催

　
東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
・
埼

玉
・
群
馬
・
茨
城
・
栃
木
に
お

住
ま
い
の
方
で
の
総
会
と
交
歓

会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
大
学
の
先
生
方
も
ご
参

加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
後
日
、
ご
案
内
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
届
か
な
い
場

合
は
校
友
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

日
　
時

　
十
一
月
十
四
日

（
土
）
十
三
時
～
十
六
時

場
　
所

　
東
天
紅
　
東
京

フ
ォ
ー
ラ
ム  

ガ
ラ
ス
ホ
ー
ル

七
階
（
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
徒
歩
五
分
、

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
二
分
、
地
下
鉄

銀
座
線
日
比
谷
駅
ま
た
は
二
重

橋
駅
五
分
～
十
分
）

電
話
：

　
〇
三
・
三
二
一
一
・
一
〇
一
五

会
費
：
七
千
円

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

卒
業
生
保
護
者
と
卒
業
生
対
象

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

�

開
催

　
大
学
及
び
卒
業
生
保
護
者
の

会
共
催
に
よ
る
卒
業
生
を
対
象

と
し
た
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
下
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。

　
就
職
・
転
職
活
動
の
一
助
と

な
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

日
　
時

　

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
一
八
日

（
日
）
一
三
時
開
演
（
受
付
開

始
一
二
時
三
〇
分
）

会
　
場

大
阪
城
ス
ク
エ
ア
（
大
阪
市
中

央
区
大
手
前
一
―

三
―

二
〇

追
手
門
学
院
大
手
前
中
・
高
等

学
校
本
館
六
階
）

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
第
一
部
　
講
演

　
テ
ー
マ
：
後
悔
し
な
い
転
職

法
～
転
職
市
場
の
動
向
と
後

悔
し
な
い
た
め
に
す
べ
き
こ

と
～

　
講
師
：
大
井
　
理
恵
氏
（
株

式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
　
リ
ク

ナ
ビ
ネ
ク
ス
ト
商
品
企
画
）

･

第
二
部

　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
活

用
法

･

第
三
部

　
個
別
相
談
会
　
一
五
時
か
ら

参
加
申
込
方
法

お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

追
手
門
学
院
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
大
手
前

電
話
：

　
〇
六
・
六
九
四
二
・
七
七
〇
〇

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

七
期
生
　
平
石
　
隆

　
２
０
０
６
年
３
月
末
で
追
手

門
学
院
大
学
を
退
職
し
ま
し
た

宇
田
正
先
生
の
ゼ
ミ
生
名
簿
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

　
宇
田
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
の
方
は
左
記

ア
ド
レ
ス
に
現
住
所
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
秋
に
は
先
生
を

囲
む
会
も
開
催
予
定
で
す
。

ak
in
o
lisu
@
y
ah
o
o
.co
.jp

九
州
支
部
総
会
・

�

懇
親
会
に
参
加
し
て

宇
田
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
・
０
Ｇ

名
簿
作
成
に
協
力

お
願
い
し
ま
す

心
理
学
科
同
窓
会
の

�

お
知
ら
せ
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各
委
員
会
報
告

　
　
　
総
務
委
員
長
（
副
会
長
）

�

大
橋
　
陽
一

　
今
回
の
役
員
改
選
に
伴
い
副
会
長

並
び
に
総
務
委
員
会
の
委
員
長
の
大

役
を
背
負
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
役
員
の
努
力
で
学
院
創
立

一
二
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
当
会
の
大
き
な
事
業
の
校
友
会
館

建
設
が
無
事
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
新
し
く
完
成
し
た
校
友
会
館
を
よ

り
有
意
義
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
今

回
選
ば
れ
た
役
員
の
皆
様
と
一
緒
に

色
々
な
意
見
の
交
換
を
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
総
務
委
員
会
は
正
会
員
の
皆
様
と

校
友
会
と
の
緊
密
な
関
係
を
最
優
先

の
問
題
と
考
え
て
正
会
員
の
皆
様
の

動
向
、
即
ち
、
よ
り
正
確
な
名
簿
完

備
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
東
京
支
部
、
東
海
支
部
・
中
四

国
支
部
、
九
州
支
部
の
各
支
部
の
よ

り
活
発
な
活
動
を
支
援
で
き
る
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
当
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
業

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
大
学
の
庶

務
課
と
も
よ
り
一
層
連
絡
を
取
り
合

っ
て
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
お
よ
そ
総
務
は
表
だ
っ
た
活
動

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
総
務
委
員
会
で

色
々
な
事
柄
を
話
し
合
い
校
友
会
活

動
が
効
果
的
に
機
能
で
き
る
よ
う
な

議
題
の
提
案
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
事
業
委
員
長
（
副
会
長
）

�

下
村
　
忠
功

　
こ
の
度
、
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
下
村
で
す
。
校
友
会

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

二
十
五
年
が
経
ち
ま
し
た
。昨
年
は
、

学
院
創
立
一
二
〇
周
年
を
祝
い
、
盛

大
な
式
典
が
行
わ
れ
、
大
学
校
友
会

と
し
て
は
、
校
友
会
館
（
将
軍
山
会

館
）
を
竣
工
致
し
ま
し
た
。
会
館
建

設
の
あ
た
っ
て
は
、
学
校
役
員
の

方
々
、
校
友
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

校
友
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
母
校
に
お

越
し
に
な
り
、
将
軍
山
会
館
に
展
示

さ
れ
て
い
る
、
懐
か
し
い
品
々
を
、

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
期
の

事
業
と
し
て
は
、
支
部
活
動
の
活
性

化
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
ご
指
導
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
広
報
委
員
長
（
副
会
長
）

�

蟻
柴
　
潤
一

　
四
月
の
役
員
改
選
に
よ
り
副
会
長

を
拝
命
し
ま
し
た
。

　
今
期
か
ら
事
業
、
広
報
、
総
務
の

三
委
員
会
制
を
実
施
す
る
の
に
伴

い
、
従
前
か
ら
会
報
の
編
集
作
業
な

ど
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
広

報
委
員
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。
平

野
会
長
の
事
業
方
針
に
沿
う
べ
く
全

力
を
傾
注
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
活
動
は
人
間
で
言
え
ば「
口
」

で
す
が
、
表
現
は
口
に
限
っ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
顔
の
表
情
や
立

ち
方
な
ど
の
「
身
振
り
」「
手
振
り
」

で
も
表
現
で
き
ま
す
。

　
そ
の
表
現
を
す
る
に
も
五
感
を
敏

感
に
し
て
正
確
な
情
報
を
収
集
し
な

け
れ
ば
な
り
な
せ
ん
。

　
校
友
会
員
に
母
校
の
情
報
を
上
手

に
発
信
す
る
。
こ
の
こ
と
に
全
力
で

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
役
員
各
位
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

会
員
の
皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総 

務 

委 

員 

会

会
議
の
開
催
、
名
簿

の
管
理
、
経
費
管
理
、

会
則
の
整
備
等

委
員
長
　
大
橋
　
陽
一

　
　
　
　
吉
田
　
浩
幸

　
　
　
　
藻
川
　
芳
彦

　
　
　
　
林
田
　
隆
行

　
　
　
　
大
塚
　
高
司

　
　
　
　
高
本
　
優
一

　
　
　
　
福
井
　
教
男

　
　
　
　
越
智
　
英
二

　
　
　
　
廣
内
　
裕
子

事 

業 

委 

員 

会

支
部
活
動
の
支
援
と

支
部
設
置
、
各
種
事

業
の
開
催
等

委
員
長
　
下
村
　
忠
功

　
　
　
　
美
濃
岡
伸
也

　
　
　
　
森
　
　
嘉
一

　
　
　
　
岡
本
　
眞
弘

　
　
　
　
宮
本
　
幸
治

　
　
　
　
野
出
　
靖
宏

　
　
　
　
矢
島
　
秀
和

　
　
　
　
西
崎
　
泰
司

　
　
　
　
青
木
　
　
敬

　
　
　
　
藤
尾
　
正
弘

　
　
　
　
岡
本
　
一
美

　
　
　
　
喜
多
　
　
博

　
　
　
　
渡
辺
　
一
則

　
　
　
　
鈴
木
　
圭
史

広 

報 

委 

員 

会 

会
報
の
発
行
、
Ｈ
Ｐ

の
更
新
、
新
た
な
広

報
の
検
討
等

委
員
長
　
蟻
柴
　
潤
一

　
　
　
　
鶴
　
　
　
毅

　
　
　
　
生
川
紳
一
郎

　
　
　
　
贄
田
　
　
肇

　
　
　
　
岡
田
　
　
宏

　
　
　
　
川
崎
　
昭
一

　
　
　
　
渕
上
　
嘉
彦

　
　
　
　
永
井
　
秀
明

　
　
　
　
山
口
　
人
士

　
　
　
　
井
上
　
晶
子

　
　
　
　
八
木
　
彰
彦

　
　
　
　
恒
川
　
鈴
子

校
友
会　
　
　

各
委
員
会
名
簿

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─
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退
職
後
、
毎
日
楽
し
く
、
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
毎
日
、
か
な
り
の
時
間
本

を
読
ん
で
い
ま
す
。

一
、
歴
史
　
日
本
史
と
し
て
、

ａ
．
日
本
の
歴
史
〇
〇
～
二
五

　（
講
談
社
学
術
文
庫
）

ｂ
．
日
本
の
歴
史
一
～
一
六

　（
小
学
館
）

ｃ
．
日
本
の
歴
史
一
～
二
六

　（
中
公
文
庫
）

を
読
み
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
し
て
も
、
じ
っ
く
り
と
歴
史

書
を
読
ん
で
み
て
、
今
ま
で
の

自
分
の
知
識
が
い
か
に
雑
駁
で

あ
っ
た
か
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

歴
史
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
日
本
古
代
史
に
つ
い
て
は
、

直
木
孝
次
郎
・
直
木
孝
次
郎
古

代
を
語
る
（
全
十
四
巻
、
吉
川

弘
文
館
）
が
面
白
い
。
ま
た
、

歴
史
小
説
も
合
わ
せ
て
読
ん
で

い
ま
す
。
例
え
ば
奈
良
時
代
で

あ
れ
ば
、

杉
本
苑
子
　
穢
土
荘
厳
　
上
・

下
（
文
春
文
庫
）

永
井
路
子
　
美
貌
の
女
帝
（
文

春
文
庫
）
な
ど
、

平
安
時
代
で
あ
れ
ば
、

永
井
路
子
　
王
朝
序
曲
　
上
・

下
（
角
川
文
庫
）

永
井
路
子
　
こ
の
世
を
ば
　

上
・
下
（
新
潮
文
庫
）
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
歴
史
小
説
は
歴
史

書
に
彩
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

二
、
小
説
の
読
み
直
し
と
、
新

し
い
も
の
に
挑
戦
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
退
職
後
に
読
ん

だ
も
の
は
、

夏
目
漱
石
：
坊
っ
ち
ゃ
ん
、　

三
四
郎
、
そ
れ
か
ら
、
門

森
鴎
外
：
青
年
、
渋
江
抽
斎

島
崎
藤
村
：
春

藤
沢
周
平
：
用
心
棒
日
月
抄
、

竹
光
始
末
、
蜜
謀
上
・
下
、
暗

殺
の
年
輪
、
橋
も
の
が
た
り
、

な
ど
で
す
。

三
、
放
送
大
学
の
講
座
を
見

て
い
ま
す
。
春
学
期
も
の
で

は
、
日
本
の
古
代
、
日
本
の
中

世
、
考
古
学
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

歴
史
と
文
化
、
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
と
文
化
、
歴
史
と
人
間
、
現

代
経
済
学
、
現
代
の
国
際
政
治
、

数
学
再
入
門
、
入
門
線
型
代
数
、

初
歩
か
ら
の
微
積
分
、
解
析
入

門
な
ど
で
す
。

活
躍
す
る
校
友
(7)

G
old Fairy R

ose
(

ゴ
ー
ル
ド
フ
ェ
ア

リ
ー
ロ
ー
ズ)

を
起
業

基
礎
化
粧
品
販
売
代
理
店
代
表

�

小
川
佳
那
子

�

（
三
十
八
期
生
）

　
私
は
二
〇
〇
三
年
に
経
営
学

部
経
営
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。

入
学
し
た
当
初
か
ら
私
は
経
営

に
興
味
が
あ
り
、
ど
の
授
業
も

興
味
の
湧
く
内
容
ば
か
り
で
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
一
番
影
響

の
受
け
た
授
業
が
、
い
ろ
い
ろ

な
会
社
の
社
長
さ
ん
や
企
画
部

の
方
が
教
え
て
く
れ
る
授
業
で

し
た
。
社
長
さ
ん
か
ら
直
接
講

義
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
、
視

野
が
広
が
り
、
経
営
者
の
視
点

が
と
て
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る

と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

私
は
社
会
勉
強
を
し
た
い
と
考

え
、
三
年
次
以
降
、
飲
食
業
、

不
動
産
業
、
ア
パ
レ
ル
業
、
秘

書
業
、
モ
デ
ル
業
な
ど
多
く
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。
多

く
の
現
場
で
実
践
す
る
こ
と
で
、

授
業
で
習
っ
た
内
容
と
結
び
つ

き
、
私
自
身
の
視
野
が
広
が
り
、

卒
業
後
は
、
大
阪
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

株
式
会
社
に
入
社
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
企
業
に
入
る

こ
と
で
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
見
え

な
か
っ
た
面
を
た
く
さ
ん
見
る

こ
と
が
で
き
日
々
私
を
成
長
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
ん
な
私
に
転
機
が
お
と
ず

れ
た
の
は
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー

の
社
長
さ
ん
と
の
出
会
い
で
し

た
。
肌
が
弱
く
、
な
か
な
か
自

分
に
あ
っ
た
基
礎
化
粧
品
を

見
つ
け
ら
れ
ず
に
い
た
私
に

「F
R
A
F
F
IN
E

」
の
サ
ン
プ
ル

を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
使
っ
て

み
る
と
、
と
て
も
肌
の
調
子
が

よ
く
な
り
、
改
め
て
一
セ
ッ
ト

い
た
だ
き
ま
し
た
。
試
し
に
自

分
の
肌
年
齢
を
測
っ
て
み
る
と
、

は
じ
め
二
十
一
歳
だ
っ
た
肌
年

齢
が
一
ヶ
月
で
十
九
歳
に
ま
で

若
が
え
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
友
達
に
話
し
サ
ン
プ
ル

を
渡
し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も
好

評
で
、
欲
し
い
と
頼
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
こ
の
反
響
か
ら
、

販
売
代
理
店
に
な
ろ
う
と
考
え

「G
o
ld
 F
airy
 R
o
se

」
を
起
業

し
ま
し
た
。
起
業
し
た
上
で
私

は
い
か
に
お
金
を
か
け
ず
に
顧

客
を
増
や
す
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
に
着
目
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
く
れ
て
い
る
お
客
様
の

ク
チ
コ
ミ
に
よ
っ
て
広
げ
て
い

こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
日
々
新
規
の
お
客
様
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
女
性
に
と
っ
て
、「
美
」
は

永
遠
の
テ
ー
マ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
肌
が
キ
レ
ー
に

な
っ
て
い
く
女
性
を
見
続
け
る

た
め
に
、「F

R
A
F
F
IN
E

」
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

総
会
及
び

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ・デ
ー

�

の
ご
案
内

・
開
催
日

十
一
月
一
日
（
日
）

・
総
会
（
一
部
）

　
午
前
十
一
時
～

�

（
大
学
食
堂
棟
３
階
）

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

　（
二
部
）

　
正
午
～
（
大
学
食
堂
棟
１
階
）

　
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
で

は
ア
メ
民
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
演
奏
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ま

た
今
号
１
ペ
ー
ジ
に
ご
案
内
し

ま
し
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
展
も
将

軍
山
開
館
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

恩
師
を
訪
ね
て
(6)

老
い
て
楽
し
く
学
ぶ

　
追
手
門
学
院
大
学
名
誉
教
授

�
渡
部
　
重
明
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追
手
門
学
院
大
学
ア
ワ
ー

　

各
地
で
開
催

神
戸
会
場

　
本
年
度
よ
り
、
大
学
主
催
・

校
友
会
後
援
・
教
育
後
援
会
後

援
に
よ
る
「
追
手
門
学
院
大
学

ア
ワ
ー
」
が
開
催
さ
れ
る
は
こ

び
と
な
り
、
第
一
回
が
去
る
六

月
五
日
（
金
）
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
母
校
キ
ャ
リ
ア
開
発

部
長
三
川
俊
樹
教
授
に
よ
る

「
若
者
の
生
き
る
力
を
育
て
る

た
め
に
―
激
変
す
る
社
会
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
と
題
し

ま
し
た
、
母
校
の
キ
ャ
リ
ア
開

発
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
素

晴
ら
し
い
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
交
歓
会
が
大
木

理
事
長
先
生
、
鈴
木
学
長
先
生

の
ご
挨
拶
、
そ
し
て
平
野
校
友

会
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
の

も
と
催
さ
れ
、
校
友
会
会
員
の

皆
様
と
、
教
育
後
援
会
会
員
の

皆
様
、
大
学
教
職
員
皆
様
方
と

の
交
流
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

　
校
友
会
員
に
と
っ
て
は
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
の
学
外
版

の
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
、
旧
交

を
温
め
ら
れ
る
場
面
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
校
友
会
会
員

と
教
育
後
援
会
の
皆
さ
ん
や
、

学
校
職
員
の
皆
様
方
と
、
母
校

の
現
状
・
恩
師
の
思
い
で
・
後

輩
た
ち
の
学
校
生
活
な
ど
を
語

り
合
う
場
と
な
り
、
盛
会
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

京
都
会
場

　
六
月
二
十
四
日
、
Ｊ
Ｒ
京
都

駅
前
の
京
都
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ

テ
ル
で
追
手
門
学
院
大
学
ア
ワ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
第
八
期
の
校
友
で

母
校
の
客
員
教
授
で
も
あ
る
、

株
式
会
社
フ
ジ
オ
フ
ー
ド
シ
ス

テ
ム
代
表
取
締
役
社
長
の
藤
尾

正
弘
氏
が
講
師
と
な
り
「
商
人

と
し
て
の
学
び
、
人
は
な
ぜ
働

き
、
な
ぜ
生
き
る
の
か
」
と
題

し
て
藤
尾
氏
の
半
生
の
実
体
験

を
交
え
て
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た

素
晴
ら
し
い
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
多
く
の
人
た
ち
の
共

感
を
得
ま
し
た
。

　
小
憩
の
後
、
別
室
で
交
歓
会

が
盛
大
に
催
さ
れ
、
鈴
木
学
長

の
挨
拶
に
続
き
平
野
校
友
会
会

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
め
ら

れ
、
参
加
の
校
友
会
会
員
、
教

育
後
援
会
の
皆
さ
ん
と
母
校
の

現
状
や
将
来
の
あ
り
方
な
ど
で

話
が
盛
り
上
が
り
盛
大
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

金
沢
会
場

九
五
年
文
学
部
心
理
学
科
卒
　

船
木
の
ぞ
み
（
三
川
ゼ
ミ
）

　
二
〇
〇
九
年
六
月
二
十
八
日

金
沢
で
開
催
さ
れ
た
、
追
手
門

学
院
大
学
ア
ワ
ー
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
！

　
私
は
金
沢
出
身
で
、
心
理
学

を
学
ぶ
た
め
に
追
手
門
学
院
大

学
の
門
を
た
た
き
ま
し
た
。
大

学
で
は
無
二
の
親
友
と
三
川
教

授
（
当
時
は
助
手
→
助
教
授
）

に
め
ぐ
り
合
い
、
充
実
し
た
大

学
生
活
が
送
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
し
て
地
元
に
戻
り
ま
し

た
が
、
数
年
前
か
ら
心
理
学
の

勉
強
を
再
開
し
た
と
こ
ろ
、
再

び
三
川
教
授
と
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
、
私
だ
け
で
な
く
、

卒
論
ま
で
覚
え
て
い
て
く
だ
さ

っ
て
、
大
変
感
激
い
た
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
恩
師
で
あ
る
三
川

教
授
の
ご
講
演
を
地
元
で
拝
聴

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま

し
た
の
で
、
非
常
に
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
講
演
か
ら
伺
え
る
大
学
の
取

り
組
み
か
ら
、
学
生
を
大
事
に

し
、
き
ち
ん
と
育
て
て
社
会

に
送
り
出
そ
う
と
い
う
姿
勢

が 

明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い

て
、
私
達
の
頃
と
は
違
っ
た
形

で 

な
お
魅
力
的
な
大
学
で
あ

る
こ
と
が
、
と
て
も
嬉
し
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
交
歓
会
も
美
味
し
い
お
食
事

に
、
学
生
時
代
の
こ
と
、
現
在

の
こ
と
な
ど
恩
師
と
も
沢
山
話

せ
て
と
て
も
幸
せ
な
時
間
で
し

た
。

　
教
職
員
の
方
々
、
校
友
会
の

方
々
も
皆
さ
ん
温
か
く
て
、
す

ご
く
癒
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
年
も
是
非
参
加
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

本
学
卒
業
生
尾
崎
潤
さ
ん
の

絵
画
展
を
開
催
し
ま
し
た

　
本
学
卒
業
生
の
尾
崎
潤
さ

ん
（
文
学
部
東
洋
文
化
学
科

二
〇
〇
一
年
卒
業
三
二
期
生
）

の
絵
画
展
を
六
月
十
六
日（
火
）

か
ら
六
月
二
十
二
日
（
月
）
ま

で
本
学
将
軍
山
会
館
に
て
開
催

致
し
ま
し
た
。

　
尾
崎
氏
の
作
品
は
シ
ン
ピ
と

フ
シ
ギ
を
テ
ー
マ
に
、
独
自
の

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
が
描
か

れ
て
お
り
、
会
場
と
な
っ
た
将

軍
山
会
館
の
会
議
室
も
い
つ
も

と
は
違
う
神
秘
的
な
空
気
に
包

ま
れ
、
来
場
さ
れ
た
方
も
ゆ
っ

た
り
と
し
た
空
間
の
中
、
幻
想

的
な
絵
画
の
世
界
に
魅
了
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

円
広
志
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た

　
テ
レ
ビ
等
で
歌
手
・
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
本
学
卒
業
生
、
円
広
志
さ

ん
（
七
期
生
）
が
、
第
二
回
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
七
月

一
九
日
（
日
）
に
本
学
学
生
会

館
大
ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た
！
　
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
午
後
三
時
三
十
分
よ
り

開
演
し
、
円
さ
ん
の
学
生
時
代

の
思
い
出
な
ど
も
織
り
交
ぜ
た

軽
快
な
ト
ー
ク
も
含
め
、
一
時

間
三
十
分
の
間
、
熱
唱
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

皆
様
か
ら
は
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
と
の
感
想
を
い

た
だ
き
、
大
好
評
の
う
ち
に
終

演
と
な
り
ま
し
た
。
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六
年
連
続
で
発
行
体
格
付

�

「
Ａ
」
を
取
得

　
学
校
法
人
追
手
門
学
院
は
、

国
内
最
大
大
手
の
格
付
け
機
関

で
あ
り
ま
す
格
付
投
資
情
報
セ

ン
タ
ー（
Ｒ
＆
Ｉ
）よ
り
、Ａ（
シ

ン
グ
ル
Ａ
フ
ラ
ッ
ト
）
を
六
年

連
続
で
取
得
し
ま
し
た
。
な
お
、

民
間
企
業
で
は
、
大
林
組
、
ヤ

ク
ル
ト
、
帝
人
な
ど
と
同
じ
格

付
け
で
あ
り
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

「
同
窓
名
鑑
」
の
案
内
に

�

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
最
近
、「
同
窓
名
鑑
」
を
発

刊
す
る
と
し
て
、各
地
の
高
校
・

大
学
卒
業
生
に
対
し
て
、
個
人

情
報
の
提
供
を
依
頼
す
る
旨
の

往
復
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
追
手
門
学
院

大
学
校
友
会
で
は
現
在
会
員
名

簿
の
発
刊
予
定
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
照
会
は
本
会
、

お
よ
び
母
校
と
は
一
切
関
係
の

な
い
名
簿
業
者
が
無
断
で
行
っ

て
い
る
こ
と
で
す
の
で
、
本
会

か
ら
の
名
簿
調
査
と
勘
違
い
し

て
個
人
情
報
を
提
供
し
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住
所
等
確
認
ハ
ガ
キ
に

�

つ
い
て
の
お
願
い

　
前
号
会
報
に
て
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
会
員
情
報
の
確
認
に

つ
き
ま
し
て
は
、
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
情
報
に
基
づ
き

順
次
更
新
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
号
の
会
報
送
付
に
間
に
合
わ

な
い
校
友
も
お
ら
れ
ま
す
が
、

確
実
に
更
新
処
理
作
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

─
─
・
─
─
・
─
─
・
─
─

大
阪
城
ス
ク
エ
ア

�

講
座
の
ご
案
内

　
大
阪
城
ス
ク
エ
ア
で
は
、
英

会
話
な
ど
の
教
養
講
座
を
は
じ

め
、
能
・
狂
言
と
い
っ
た
日
本

の
伝
統
芸
能
に
触
れ
る
和
学
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
↓

　h
ttp
://w
w
w
.o
tem
o
n
-

　o
sak
ajo
.jp
/

　
お
詫
び
と
訂
正

　
前
号
７
ペ
ー
ジ
「
２
０
１
０

年
度
入
試
日
程
」
の
な
か
、「
一

般
入
試
Ｓ
日
程
（
英
・
国
方

式
）」、「
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

Ａ
日
程
」、「
論
文
Ｂ
日
程
」、「
セ

ン
タ
ー
試
験
利
用
Ｂ
日
程
」
の

合
格
発
表
日
に
つ
い
て
記
載
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
一
般
入
試
Ｓ
日

程
（
英
・
国
方
式
）」、「
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
Ａ
日
程
」
が

2
0
1
0
.2
.1
7

（
水
）、「
論
文
Ｂ

日
程
」、「
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

Ｂ
日
程
」
が2

0
1
0
.3
.1
1

（
木
）

で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

　
容
れ
も
の
は
で
き
た
が
と
前

号
で
書
い
た
。
什
器
備
品
も
揃

い
つ
つ
あ
る
。

　
本
棚
も
立
派
な
も
の
が
並
ん

で
い
る
。
英
語
・
独
語
・
仏
語
・

ハ
ン
グ
ル
な
ど
世
界
中
の
あ
ら

ゆ
る
言
語
の
本
が
所
狭
し
と
積

み
あ
げ
ら
れ
る
。

　
す
べ
て
が
整
い
、
用
意
が
で

き
た
。
で
も
何
語
で
し
ゃ
べ
る

か
決
め
か
ね
て
い
る
。
困
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
ま
た
、
新
し
い
容
れ

も
の
が
完
成
し
た
。�

（
潤
）

編
集
後
記

入試種別 学部または学科 出願期間 試験日・書類審査日 合格発表日

公募制推薦Ａ日程
（試験日自由選択制）

全学部
2009.10.26(月)～11.　6(金)【郵送のみ】
2009.11.　7(土)【本学窓口受付日】

2009.11.19(木)　午前
2009.11.20(金)　午前

2009.11.27(金)

論文Ａ日程 全学部
2009.10.26(月)～11.　6(金)【郵送のみ】
2009.11.　7(土)【本学窓口受付日】

2009.11.19(木)　午後 2009.11.27(金)

公募制推薦Ｂ日程 全学部
2009.11.26(木)～12.　5(土)【郵送のみ】
2009.12.　7(月)【本学窓口受付日】

2009.12.13(日) 2009.12.18(金)

一般A日程
（試験日自由選択制）

全学部
2010.　1.　6(水)～　1.20(水)【郵送のみ】
2010.　1.21(木)【本学窓口受付日】

2010.　2.　5(金)
2010.　2.　6(土)

2010.　2.17(水)
一般Ｓ日程

（選択方式）
全学部

2010.　1.　6(水)～　1.20(水)【郵送のみ】
2010.　1.21(木)【本学窓口受付日】

2010.　2.　7(日)

一般Ｓ日程
（英・国方式）

全学部
2010.　1.　6(水)～　1.20(水)【郵送のみ】
2010.　1.21(木)【本学窓口受付日】

2010.　2.　8(月)

センター試験利用
Ａ日程

全学部 2010.　1.　6(水)～　1.15(金)【郵送のみ】
独自試験は課さない
2010.　1.16(土)
2010.　1.17(日)

2010.　2.17(水)

一般Ｂ日程 全学部
2010.　2.12(金)～　2.22(月)【郵送のみ】
2010.　2.23(火)【本学窓口受付日】

2010.　3.　4(木)　午前 2010.　3.11(木)

論文Ｂ日程 全学部
2010.　2.12(金)～　2.22(月)【郵送のみ】
2010.　2.23(火)【本学窓口受付日】

2010.　3.　4(木)　午後 2010.　3.11(木)

センター試験利用
Ｂ日程

全学部 2010.　2.12(金)～　2.22(月)【郵送のみ】
独自試験は課さない
〈センター試験利用Ａ日程欄参照〉

2010.　3.11(木)

2010年度入試日程表




